



























































































































































感動詞 副体詞 副詞 動詞 名詞形式感動詞（ねえ、なあなど）実質感動詞（おや、あら、はい、いやなど）（或る、故、明、該など）接続詞（及び、並に、又は、或いはなど）帰著副詞（於いて、以て、使て、與に）実質副詞（愈、すぐ、若し、まだ）形容詞（遠い、久しい、綺麗、静か）動作詞（読む、有る、綺麗だ、遠かろう）形式名詞（者 爲、筈、侭…）未定名詞（誰れ、どこ、何、幾つ）代名詞（私、あなた、此れ、其れ……）本名詞（人 東京、時代、昭和…）
感動詞 不明 接続詞 不明 副詞 形容詞 動詞 不明 代名詞 名詞 旧分類
















































































































































































主要な品詞 文の陳述的な意味を補足する品詞 補助的な品詞 文＝単語























































名詞 動詞 形容詞 副詞 陳述副詞 接続詞 コピュラ 後置詞 つきそい接続詞 感動詞
表９　高橋ほかの品詞分類
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　文法的な単語の発見は、実質語（自立語）の中に特殊なものが存在するという認識から出発する。
橋本・時枝・山田・松下は、そのような段階の研究であり、山田の「存在詞」はコピュラの、松下
の「帰著副詞」「形式名詞」は後置詞・従属接続詞の発見であった。佐久間はそれらを詞から取り
出し、「詞と辞の中間部分」に置いた。三上も、「準詞」よりも独立性の強い品詞として「添詞」を
認定した。寺村は、品詞の一つとして「判定詞」「補助動詞」をたて、佐久間の「吸着語」の考え
方を発展させた。鈴木・高橋は、文法的な単語のグループを「補助的な品詞」として品詞体系の中
に位置づけた。
　以上のような研究の歴史によって、文法的な単語を組織的・体系的に研究する基盤ができたとい
えるが、非常に多くの課題が存在していることはいうまでもない。筆者は、このうちの「つきそい
接続詞（従属接続詞）」に関心をもっている。そこに焦点をあわせた研究史6については、稿を改め
て論ずることとしたい。
【参考文献】
山田孝雄（1908）『日本文法論』宝文館
松下大三郎（1930a）『増補校訂　標準日本口語法』中文館書店（修訂勉誠社1989）
松下大三郎（1930b）『改撰標準日本文法』中文館書店（改訂版勉誠社1990）
橋本進吉（1935）『新文典　上級用』富山房
佐久間鼎（1952）『現代日本語法の研究』恒星社厚生閣（復刊くろしお出版1983）
橋本進吉（1948）『国語法研究』岩波書店
時枝誠記（1950）『日本文法論　口語篇』岩波書店
三上　章（1953）『現代語法序説』刀江書院
三上　章（1959）『新訂版　現代語法序説』刀江書院
6　本稿では取り上げられなかったが、奥津ほか（1986）は重要な文献の一つである。
文　献 文法的な単語
橋本進吉（1935）『新文典　上級用』 補助用言
時枝誠記（1950）『日本文法論 口語篇』 形式名詞・形式動詞
山田孝雄（1908）『日本文法論』 形式用言（存在詞）
松下大三郎（1930a）『増補校訂　標準日本口語法』、
同（1930b）『改撰標準日本文法』 帰着副詞・形式名詞
佐久間鼎（1952）『現代日本語法の研究』 詞と辞の中間部分（吸着語・措定の語・準助動詞）
三上章（1959）『新訂版　現代語法序説』 添詞
寺村秀夫（1982）『日本語のシンタクスと意味Ⅰ』、
同（1984）『日本語のシンタクスと意味Ⅱ』
判定詞・補助動詞
実質語から機能語への転成（接続助詞化・助動詞化）
鈴木重幸（1972）『日本語文法・形態論』 補助的な品詞（後置詞・むすび）・形式名詞
高橋太郎ほか（2005）『日本語の文法』 補助的な品詞（後置詞・コピュラ・つきそい接続詞）
表10　文法的な単語の認定状況
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鈴木重幸（1972）『日本語文法・形態論』むぎ書房
寺村秀夫（1982）『日本語のシンタクスと意味Ⅰ』くろしお出版
寺村秀夫（1984）『日本語のシンタクスと意味Ⅱ』くろしお出版
奥津敬一郎ほか（1986）『いわゆる日本語助詞の研究』凡人社
高橋太郎ほか（2005）『日本語の文法』ひつじ書房
大塚　望（2012）「動詞の形式性について―橋本、山田、松下、時枝―」『日本語日本文学』22（創価大学日本語
日本文学会）
村木新次郎（2012）『日本語の品詞体系とその周辺』ひつじ書房
宮崎和人（2015）「品詞性をめぐって」『日本語文法』15巻２号
